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鈴木　聡

研究テーマの遂行に必要な手法や技術の習得に関する演習を行う。具体的には、従来手法や背
景の調査、実験手順・計画立案、実験システム構築と操作方法、並びに実験データの収集・分析
法の習得などである。

以下の手順で本授業を進める。
１）関連技術や理論の調査
２）研究手順や計画立案に関する演習
３）実験システム構築
４）実験・データ収集の実習
５）データ分析・検定に関する演習
６）論理的分析手法に関する演習

特に指定しない。授業の進捗にあわせて資料や論文を配布する。 

人間工学ハンドブック、伊藤 謙治他 (編集)、朝倉書店
人間計測ハンドブック、産業技術総合研究所人間福祉医工学研究部門 編
関連技術の背景調査から計画立案、実験遂行、そして結果分析までの習得度を総合的に評価す
る。具体的には、計画の妥当性、実験内容や手順の妥当性、実施した実験の適切性、実験デー
タ分析の正確性、結論誘導までの論理性などを、総合的に評価する。


